
クラスタ間ルックアップサービスの設定

• ILSの概要（1ページ）
• ILSの設定タスクフロー（3ページ）
• ILSの連携動作および制限（6ページ）

ILSの概要
シスコクラスタ間検索サービス（ILS）を使用すると、データを共有するリモート Cisco Unified
Communications Managerクラスタで構成されるマルチクラスタネットワークを簡単に作成できま
す。

ILSを使用すると、管理者がクラスタ間の接続を手動で設定する必要がなくなります。ハブクラ
スタで ILSを設定したら、新しいクラスタで ILSを有効にし、新しいクラスタを既存のハブに向
けることによって、新しいクラスタに接続できます。ILSはクラスタを自動的に接続し、両方の
クラスタがより大規模な ILSネットワークのトポロジを認識できるようにします。

ILSネットワークコンポーネント

ILSネットワークは次のコンポーネントで構成されます。

•ハブクラスタ：ハブクラスタは、自動メッシュ機能を使用して ILSネットワークのバックボー
ンを形成し、他のハブクラスタとのフルメッシュトポロジを作成します。ハブクラスタは、

さまざまな機能のために ILSネットワーク全体で情報をリレーおよび共有します。

•スポーククラスタ：スポーククラスタはそれぞれのローカルのハブクラスタにのみ接続し、
他のハブクラスタやスポーククラスタに直接接続することはありません。スポーククラスタ

は、ローカルハブに依存して、ネットワーク全体で情報を共有およびリレーします。

•グローバルダイヤルプランのインポートされたカタログ：このオプションのコンポーネント
は、グローバルダイヤルプランレプリケーションが設定されており、CiscoTelePresenceVideo
Communications Serverまたはサードパーティのコール制御システムと相互運用している場合
に適用されます。他のシステムからエクスポートされたCSVファイルからディレクトリURI
または +E.164番号のカタログを手動でインポートすると、ILSネットワーク内のユーザが別
のシステムのユーザにコールできるようになります。

クラスタ間ルックアップサービスの設定

1



クラスタビュー

ILSのリモートクラスタビュー機能を使用して、ネットワークをマッピングすることができます。
各クラスタは、ピア情報ベクターと呼ばれる更新メッセージを交換します。これは、ネットワー

ク内の各クラスタのステータスをリモートクラスタに通知するものです。更新メッセージには、

ネットワーク内の既知のクラスタに関する次の情報が含まれます。

•クラスタ ID

•パブリッシャーのピア Id

•クラスタの説明とバージョン

•ホストの完全修飾ドメイン名（FQDN）を指定します。

• ILSがアクティブ化されているクラスタノードの IPアドレスとホスト名

機能サポート

グローバルダイヤルプランレプリケーションやエクステンションモビリティローミングなどの機

能は、ILSに依存して、クラスタがダイヤルプラン情報を共有するクラスタ間ネットワークを作
成します。これにより、ビデオコール、URIダイヤリング、およびクラスタ間モビリティを使用
してクラスタ間コールネットワークを設定できます。

ILSは、imandプレゼンスの中央クラスタを複数のテレフォニークラスタに接続している場合に、
IM andプレゼンスサービスの集中展開によっても使用されます。ILSは、IM andプレゼンス中央
クラスタとテレフォニークラスタ間の接続を作成するために使用されます。

ILSネットワーキングキャパシティ
ILSネットワークを計画する際に念頭に置くべき推奨キャパシティは以下のとおりです。

• ILSネットワーキングは最大 10個のハブクラスタをサポートしており、ハブあたりのスポー
ククラスタ数は 20個であるため、合計で最大 200個のクラスタを使用できます。ハブとス
ポークの組み合わせによるトポロジは、各クラスタ内で多数の TCP接続が作成されるのを回
避するために使用します。

•ハブクラスタとスポーククラスタを最大数まで、またはそれを超えて使用すると、パフォー
マンスに影響が出る可能性があります。1つのハブに多数のスポーククラスタを追加すると
余分な接続が作成され、メモリまたは CPUの処理量が増加する可能性があります。1つのハ
ブクラスタに接続するスポーククラスタは 20個以下にすることを推奨します。

• ILSネットワーキングは、追加の CPU処理をシステムに追加します。CPU使用率と同期時間
は、クラスタ全体で同期されているレコードの数によって異なります。ハブアンドスポーク

トポロジを計画する場合は、ハブクラスタのCPUが負荷を処理するように設定されているこ
とを確認します。
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これらの推奨事項は、システムテストに基づいており、リソース使用率を考慮しています。シス

テムでは、これらの推奨事項を超えないようにすることはできませんが、リソースの過大な負荷

にさらされるリスクがあります。最適なパフォーマンスを得るには、上記のキャパシティを推奨

します。

（注）

ILSの設定タスクフロー
ILSネットワークを設定するには、次のタスクを実行します。

始める前に

どのクラスタがハブクラスタであり、スポーククラスタになるかを把握できるように、ILSトポ
ロジを計画してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

ILSネットワーク内の各クラスタには、一
意のクラスタ IDが必要です。

クラスタ IDの設定（3ページ）Step 1

ネットワークのさまざまなクラスタで ILS
を設定し、アクティブにします。

ILSの設定（4ページ）Step 2

ILSネットワークが実行中であることを確
認します。

ILSの実行状態の確認（5ページ）Step 3

ILSネットワークのリモートクラスタ
ビューを設定します。

リモートクラスタビューの設定（5ペー
ジ）

Step 4

クラスタ IDの設定
ILSネットワーク内の各クラスタには、一意のクラスタ IDが必要です。リモートクラスタがクラ
スタ IDのデフォルトのStandAloneCluster値を保持している場合、ILSは機能しません。

手順

Step 1 パブリッシャノードで Cisco Unified CM Administrationにログインします。

Step 2 [システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]と選択します。

Step 3 クラスタIDの値を、クラスタを一意に識別する値に設定します。

Step 4 [保存（Save）]をクリックします。
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Step 5 各クラスタのパブリッシャノードで、この手順を繰り返します。

ILSの設定
ネットワーク内のクラスタ間検索サービス (ILS)をアクティブ化して設定するには、次の手順を実
行します。

設定する最初のクラスタは、ハブクラスタである必要があります。（注）

手順

Step 1 パブリッシャノードで Cisco Unified CM Administrationにログインします。

Step 2 [拡張機能（Advanced Features）] > [ILS設定（ILS Configuration）]を選択します。

Step 3 [ロール（Role）]ドロップダウンリストボックスから、設定するクラスタのタイプに応じて、[ハ
ブクラスタ（Hub Cluster）]または [スポーククラスタ（Spoke Cluster）]を選択します。

Step 4 グローバルダイヤルプランレプリケーションを有効化する場合は、[リモートクラスタとグロー
バルダイヤルプランレプリケーションデータを交換（ExchangeGlobalDial PlanReplicationDatawith
Remote Clusters）]チェックボックスをオンにします。

URIパターン（user@domain）をアドバタイズするときは、[SIPプロファイルの設定
（SIP Profile Configuration）]ウィンドウで、[ダイヤル文字列の解釈（Dial String
Interpretation）]フィールドが [常にすべてのダイヤル文字列をURIアドレスとして処理
（Always treat all dial strings as URI addresses）]に設定されていることを確認します。
これは、デバイスがディレクトリ番号パターンとしてユーザセクションの数字のみを

使用して URI学習パターンにダイヤルするのを防ぐことが目的です。その代わりに、
ILSを介して、ユーザセクションのテキスト文字列を使用して URIパターンのみをア
ドバタイズすることもできます。

（注）

Step 5 ネットワーク内のさまざまなクラスタ間で [ILS認証の詳細（ILS Authentication Details）]を設定し
ます。

• TLS認証の場合は、[TLS証明書の使用（Use TLS Certificates）]チェックボックスをオンにし
ます。このオプションを選択する場合、クラスタ内のノード間で CA署名付き証明書も交換
する必要があります。

•パスワード認証（TLSを使用するかどうかに関係なく）については、[パスワードの使用（Use
Password）]チェックボックスをオンにして、パスワードの詳細を入力します。

Step 6 [保存（Save）]をクリックします。

Step 7 [ILSクラスタ登録（ILS Cluster Registration）]ポップアップで、登録の詳細を設定します。
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a) [登録サーバ（Registration Server）]テキストボックスに、このクラスタに接続するハブクラ
スタのパブリッシャノードの IPアドレスまたは FQDNを入力します。これがネットワーク内
の最初のハブクラスタでれば、このフィールドを空白のままにしておくことができます。

b) [このクラスタにあるパブリッシャでクラスタ間検索サービスをアクティブ化（Activate the
Intercluster Lookup Service on the publisher in this cluster）]チェックボックスがオンになっている
ことを確認します。

c) [OK]をクリックします。

Step 8 ILSネットワークに追加する各クラスタのパブリッシャノードでこの手順を繰り返します。新し
いクラスタをハブまたはスポーククラスタとして追加します。

設定した同期値によっては、クラスタ情報がネットワーク全体に伝播する間に遅延が

生じることがあります。

（注）

クラスタ間で Transport Layer Security（TLS）認証を使用するには、ILSネットワークの各クラス
タのパブリッシャノード間で、Tomcat証明書を交換する必要があります。Cisco Unifiedオペレー
ティングシステムの管理から、証明書の一括管理機能を使用して、以下を行います。

•証明書を各クラスタのパブリッシャノードから中央の場所にエクスポートします

•エクスポートされた証明書を ILSネットワークに統合します

•ネットワークの各クラスタのパブリッシャノードに証明書をインポートします

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイド』の「証
明書の管理」の章を参照してください。

ILSの実行状態の確認
ILSネットワークが実行中であることを確認します。

手順

Step 1 任意のテレフォニークラスタでパブリッシャノードにログインします。

Step 2 Cisco Unified CM Administrationから、[詳細機能（Advanced Features）] > [ILS設定（ILS
Configuration）]を選択します。

Step 3 [ILSクラスタとグローバルダイヤルプランインポート済みカタログ（ILS Clusters and Global Dial
Plan ImportedCatalogs）]セクションをオンにします。ILSネットワークトポロジが表示されます。

リモートクラスタビューの設定

ILSネットワークのリモートクラスタビューを設定するには、次の手順を実行します。
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手順

Step 1 CiscoUnifiedCMAdministrationで、[高度な機能（Advanced Features）]> [クラスタビュー（Cluster
View）]を選択します。

Step 2 [リモートクラスタの検索と一覧表示]ウィンドウで、以前作成したリモートクラスタを選択しま
す。

Step 3 このウィンドウから、クラスタ間のエクステンションモビリティ、TFTP、RSVPエージェントと
いったサービスをリモートクラスタ用に設定できます。

Step 4 [保存（Save）]をクリックします。

ILSの連携動作および制限

ILSの連携動作
表 1 : ILSの連携動作

連携動作機能

ILSのクラスタ検出を使用すると、管理者がそれらのクラスタ間の接続を手動
で設定しなくても Cisco Unified Communications Managerはリモートクラスタの
詳細を動的に学習できます。

ILSネットワークの各クラスタは更新メッセージをやり取りします。これはピ
ア情報ベクターと呼ばれ、ネットワーク内の各クラスタのステータスをリモー

トクラスタに知らせることを目的としています。更新メッセージには、ネット

ワーク内の既知のクラスタに関する次の情報が含まれます。

•クラスタ ID
•クラスタの説明とバージョン
•ホストの完全修飾ドメイン名
• ILSがアクティブ化されているクラスタノードの IPアドレスとホスト名

[詳細機能（Advanced Features）] > [クラスタビュー（Cluster View）]を選択す
ると、ILSクラスタ検出機能が Cisco Unified CM Administrationで表示できるリ
モートクラスタのリストを自動的に読み込みます。このウィンドウから、リ

モートクラスタの Extension Mobility Cross Cluster、TFTP、RSVPエージェント
などのサービスを設定できます。

[クラスタビュー（Cluster View）]に表示されるリモートクラスタ
の完全修飾ドメイン名には、ILS検出で解決可能な DNSを指定す
る必要があります。

（注）

クラスタの検出
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連携動作機能

ILSネットワークでグローバルダイヤルプランレプリケーションが有効な場
合、ILSネットワーク内のリモートクラスタは次のデータを含め、グローバル
ダイヤルプランデータを共有します。

•ディレクトリURI
•代替番号
•代替番号パターン
•ルート文字列
• PSTNフェールオーバー番号

グローバルダイ

ヤルプランレ

プリケーション

ILSベースのネットワークで、発信者番号に基づいて着信コールをブロックす
るには、SIPルートパターンのパーティションを発信者の CSSに含める必要が
あります。たとえば、コールが SIPトランクから発信される場合、SIPトラン
ク受信 CSSには sipルートパターンのパーティションが含まれている必要があ
ります。

着信コール

ILSの制限
表 2 : ILSの制限

説明制限事項

ILSサービスは、Unified Communications Managerのパブリッシャノードでの
み動作します。

ILSサービス

ハブクラスタは複数のスポークを持つことができますが、スポーククラスタ

は 1つのハブクラスタしか持つことができません。
クラスタ

サードパーティコール制御システムを ILSネットワークに接続することはで
きません。

ILSネットワーク

サードパーティのカタログは、ハブクラスタにのみインポートできます。クラスタインポー

ト

取得した ILSクラスタに、別のリモートクラスタからの重複した Uriが含ま
れている場合、そのURIにコールが配置されると、そのuriが取得されてデー
タベースに挿入されているクラスタにルーティングされます。

重複した URI

グローバルダイヤルプランデータは ILSネットワーク上で正常に交換されま
すが、ILS受信クラスタはデータベースレプリケーションステータスを完了
するまで、学習した情報をデータベースに書き込みません。

データベースの複

製ステータス
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説明制限事項

インポートするサードパーティのディレクトリ URIおよびパターンでは、そ
のCSVファイル形式が、管理ウィンドウのサンプルファイルが示すような正
確なシンタックスと一致する必要があります。一致しない場合は、インポー

トに失敗します。

インポート

ILSネットワークに追加のハブクラスタを追加するときは、プライマリ ILS
ハブノードで、次の条件が満たされていることを確認します。

•クラスタ IDが ILSクラスタ内のすべてのハブノードで一意である。

•完全修飾ドメイン名（FQDN）が設定されている。

• UDSおよび EMサービスが、ILSクラスタのすべてのハブノードで動作
している。

• DNSプライマリと逆引きの名前解決が適切に機能している。

•統合された Tomcat証明書をすべてのハブノードからインポートする。

条件が満たされない場合は、クラスタの再起動やエラーの修正を行っても、

[リモートクラスタの検索と一覧表示（Find and List Remote Clusters）]ウィン
ドウに「バージョン」情報が表示されません。これを回避するには、ハブク

ラスタを ILSネットワークから削除し、上記の条件を満たした後に、ILSネッ
トワークに再度追加します。

ILSハブ
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


